
【参考資料２】バリアフリー施設等データ整備仕様の概要

⚫ バリアフリー施設や設備に関するデータは、各施設管理者の独自の仕様で提供されているため、これらを相互に利活用す
る際には、データ変換や結合等の手間が発生。

⚫ そこで、データの相互利用を容易にし、かつ、データ利活用を促進することを目的に、データの整備内容及びデータ構造を
定めた「バリアフリー施設等データ整備仕様」を策定。

バリアフリー施設

図中の地図：地理院地図に独自情報等を追記して掲載
※1（写真）：東京都オープンデータ 車椅子使用者対応トイレのバリアフリー情報
※2（写真）：国土交通省「高齢者、障害者等の円滑な移動等に配慮した建築設計標準」

施設案内（従来からのバリアフリーマップ）※１
： 使用データ（例）

施設のバリアフリー関連設備の紹介

子育て家族向けの案内※2

授乳室、おむつ替えコーナー等の有無を紹介

施設データ（基本情報、写真、車椅子使用者用トイレ、車椅
子対応エレベーター、授乳室）、等

施設データ（基本情報）、乳幼児用施設（写真、授乳
室、おむつ替えコーナー）、等
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バリアフリー設備データ

・基本情報
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・バリアフリー設
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（写真：国土交通省「高齢者、障害者等の円滑な移動等に配慮した建築設計標準」「パーキング・パーミット制度事例集」 ）

図中の地図：地理院地図に独自情報等を追記して掲載
※1（写真）：東京都オープンデータ 車椅子使用者対応トイレのバリアフリー情報
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・各機能の有無
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交換台、等）

写真データ
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  期待される効果3  現状1   データ整備仕様の策定2

優先項目
（施設全体の情報）

必要に応じて整備する項目
（各設備の詳細情報）

例：○○市役所

データ仕様が未統一

各施設管理者がそれぞれ異なる形式・項目でバリ
アフリー施設等データを整備・公開している。

データの相互利用には手間が発生

各施設管理者が独自の仕様でデータを整備して
いるため、これらを相互に利用したサービスを開
発する際には、変換や結合作業等の手間が発生し
てしまう。

「バリアフリー施設等データ整備仕様」の策定

「バリアフリー施設等データ整備仕様」を策定し、
データの整備内容とデータ構造を規定。

！

広域的なサービスの創出

バリアフリートイレ

バリアフリーマップ

サービス例：施設案内
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CSV XLSX JSON

・「バリアフリー施設等データ整備仕様」に
基づいてデータが整備されることにより、
データの横断的かつ広域的な利活用が容
易に可能となる。

・これらのデータを活用し、各施設管理者間
の垣根を越えてた広範囲にわたる地域を
対象としたサービスの創出が期待される。

施設管理者A 施設管理者B 施設管理者C

「バリアフリー施設等データ整備仕様」のポイント

・「施設」、「バリアフリー設備」の２つの簡素なデータで概ね構成。
・必要な項目及び優先度を定め整備手順を明示。
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